
費用対効果分析に関する説明資料

事業名 都道府県名 北海道 地区名 三岱石倉２期農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２，０９３，７２２千円

年 効 用 ② １４０，００２千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４３ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５０１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，７９４，４５１千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農産物の生産量 作物生産効果 １，０６４ 砂利道を舗装道に整備するこ
の増加 とにより作物の砂塵被害が防

止され収量が増加
対象作物：馬鈴薯、大根、甜
菜等

品質向上効果 ２，４１３ 舗装に整備することで、農作
物運搬時の荷傷み被害が防止
され品質が向上
対象作物：馬鈴薯（食用）、
大根

営農経費の節減 維持管理費節減効果 １１，３７０ 農道の改修整備に伴う施設の
維持管理費の節減
対象施設：道路

営農に係る走行経費 １０７，８１７ 農道の改修整備に伴う農産物
節減効果 運搬及び営農通作の車輌走行

に要する経費の節減
対象作物：馬鈴薯（食用）、
かぼちゃ、大根、豆類、牧草
等

施設更新による 更新効果 ４，９４１ 老朽化した施設の更新による
従前の農業生産 従前の農業生産の維持
の維持 対象施設：道路

地域の生活環境 生活環境整備効果 １２，３９７ 農道の改修整備に伴う一般交
の保全・向上 通車の車輌走行に要する経費

の節減

計 １４０，００２



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 都道府県名 北海道 地区名 ポン仁達内２期農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ５７３，３８７千円

年 効 用 ② ４９，０１８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ４，７３７

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３４年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５５４
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ８８０，０６４千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．５３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農産物の生産量 作物生産効果 ２，０８８ 砂利道を舗装道に整備するこ
の増加 とにより作物の砂塵被害が防

止され収量が増加
対象作物：牧草

営農経費の節減 維持管理費節減効果 ４，６２７ 農道の改修整備に伴う施設の
維持管理費の節減
対象施設：道路

営農に係る走行経費 ４１，４３１ 農道の改修整備に伴う農産物
節減効果 運搬及び営農通作の車輌走行

に要する経費の節減
対象作物：牛乳、牧草

施設更新による 更新効果 ８１０ 老朽化した施設の更新による
従前の農業生産 従前の農業生産の維持
の維持 対象施設：道路

地域の生活環境 生活環境整備効果 ６２ 農道の改修整備に伴う一般交
の保全・向上 通車の車輌走行に要する経費

の節減

計 ４９，０１８



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 都道府県名 北海道 地区名 柏丘２期農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ６５０，２９７千円

年 効 用 ② ５８，３４４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ １０，２５２千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３１ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５８０
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ９９５，６７２千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．５３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農産物の生産量 作物生産効果 ４，８８３ 砂利道を舗装道に整備するこ
の増加 とにより作物の砂塵被害が防

止され収量が増加
対象作物：馬鈴薯、甜菜、小
麦、ｽｲｰﾄｺｰﾝ、牧草等

品質向上効果 １，３７９ 舗装に整備することで、農作
物運搬時の荷傷み被害が防止
され品質が向上
対象作物：馬鈴薯（食用）玉
ねぎ、ｽｲｰﾄｺｰﾝ

営農経費の節減 維持管理費節減効果 ５，５８６ 農道の改修整備に伴う施設の
維持管理費の節減
対象施設：道路

営農に係る走行経費 ４２，２２０ 農道の改修整備に伴う農産物
節減効果 運搬及び営農通作の車輌走行

に要する経費の節減
対象作物：馬鈴薯、甜菜、小
麦、ｽｲｰﾄｺｰﾝ、牧草等

施設更新による 更新効果 ３，０４７ 老朽化した施設の更新による
従前の農業生産 従前の農業生産の維持
の維持 対象施設：道路

地域の生活環境 生活環境整備効果 １，２２９ 農道の改修整備に伴う一般交
の保全・向上 通車の車輌走行に要する経費

の節減

計 ５８，３４４



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 都道府県名 北海道 地区名 下ｵｿﾍﾞﾂ２期農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，０２３，４３５千円

年 効 用 ② ６２，１８９千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ １３，０９８千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３７ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５３２
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，１５５，８６８千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農産物の生産量 作物生産効果 ３，０５５ 砂利道を舗装道に整備するこ
の増加 とにより作物の砂塵被害が防

止され収量が増加
対象作物：馬鈴薯、甜菜、小
麦、ｽｲｰﾄｺｰﾝ、牧草等

営農経費の節減 維持管理費節減効果 ６，１５４ 農道の改修整備に伴う施設の
維持管理費の節減
対象施設：道路

営農に係る走行経費 ４０，８５２ 農道の改修整備に伴う農産物
節減効果 運搬及び営農通作の車輌走行

に要する経費の節減
対象作物：馬鈴薯、甜菜、小
麦、ｽｲｰﾄｺｰﾝ、牧草等

施設更新による 更新効果 ８，７２８ 老朽化した施設の更新による
従前の農業生産 従前の農業生産の維持
の維持 対象施設：道路

地域の生活環境 生活環境整備効果 １，９０３ 農道の改修整備に伴う一般交
の保全・向上 通車の車輌走行に要する経費

の節減

地域資源保全効果 １，４９７ 事業の実施に伴い貴重な文化
遺跡が後世に引き継がれるな
ど文化財の発掘調査費を評価

計 ６２，１８９



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 都道府県名 北海道 地区名 東養老牛２期農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ７１４，１５８千円

年 効 用 ② ４２，７７３千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ １９，２２６千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４８ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０４８１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ８７０，０２６千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２２

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農産物の生産量 作物生産効果 ８５５ 砂利道を舗装道に整備するこ
の増加 とにより作物の砂塵被害が防

止され収量が増加
対象作物：牧草

営農経費の節減 維持管理費節減効果 ３，６２６ 農道の改修整備に伴う施設の
維持管理費の節減
対象施設：道路

営農に係る走行経費 ２０，９９９ 農道の改修整備に伴う農産物
節減効果 運搬及び営農通作の車輌走行

に要する経費の節減
対象作物：牧草

施設更新による 更新効果 １０，１４０ 老朽化した施設の更新による
従前の農業生産 従前の農業生産の維持
の維持 対象施設：道路

地域の生活環境 生活環境整備効果 ７，１５３ 農道の改修整備に伴う一般交
の保全・向上 通車の車輌走行に要する経費

の節減

計 ４２，７７３


